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4. 学部・研究科活動報告 
4.1. PBL（Project Based Learning） 
【PBL概要】 
PBL（Project Based Learning）は，学生の自主的研究活動・創造活動を促進するために，学生が主体となる研究プロ
ジェクトを支援するためのプログラムである．プロジェクトの実施にあたり，学生達は自助努力をして解決する．期間終
了後に学外を含めて成果報告を行わなければならない．PBLの成果を学外に発表することで，PBLを大学院修了要件であ
る SPA (Software Practice Approach) として認定を行う．また，研究内容によっては，学部および大学院の学位論文研
究に移行することも可能である．平成 16 年度より開始し， 今回で 7 年目となる． 
 PBLの目的はチームでプロジェクトを実現するために作業分担を行い，問題を解決していく経験をさせることである．
また，問題発見能力を養い，困難を克服する執着心を養うとともに成功体験をさせることで，教育的効果を求める．この
ため，課題は教員が与えるものではなく，学生自身で設定しなければならない． 
 PBLの応募要件としては，2名以上でチームを構成し，プロジェクト概要，必要な経費そしてプロジェクトメンバーの
それぞれの役割分担を明確にした計画書を提出することである．このときのプロジェクト代表学生は，ソフトウェア情報
学部またはソフトウェア情報学研究科の学生に限定する．プロジェクトメンバーについては，岩手県立大学の学生であれ
ば，学部等は不問．ただし，当該学生の指導教員の許可を得る必要がある．なお，一人の学生が，代表となれるプロジェ
クトは，１件のみである． 
 PBLにおけるプロジェクトの実施にあたり，各プロジェクトに最高 50万円までの物品の購入を認める．なお物品につ
いては，基本的には貸し出す形をとり，消耗品を除き，プロジェクト終了後に返却を求める． 
【申請課題】 
平成 22年度の PBL申請プロジェクト名は以下の 10件である（途中辞退を除く）． 
PBL番号 タイトル 代表者 
PBL2010-1 楽しみながら大学を知れる体験型携帯電話アプリケーションの開発 万谷勇輝 
PBL2010-2 研究活動支援を目的としたコンテンツの動的分類システムの開発 秋元泰介 
PBL2010-3 マルチタッチスクリーンを利用した認証方式の提案と開発 成田匡輝 
PBL2010-4 三軸加速度センサを用いた双方向型動画配信サービスへのフィードバックの有
効性検証 
高野大 
PBL2010-5 ユーザコンテキストを用いた学習型携帯電話UIの開発 菊地慧 
PBL2010-6 多様な端末を考慮した、栄養管理システムの開発 伊藤行生 
PBL2010-7 画像認識アルゴリズム検討のための支援ソフトウェアの開発 吉田農里 
PBL2010-8 携帯電話での文字入力における入力誤り自動訂正システムの構築 菊地直樹 
PBL2010-9 ニューラルネットワークを用いた顔認証システムの構築 山下和彦 
PBL2010-10 多様な環境からのご当地検定問題収集方法の検討と投稿環境の構築 菅原遼介 
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【成果発表会】 
PBLとして取り組んだ内容を学外者に向けて公開し，説明することを通して，プレゼンテーション能力やコミュニケ
ーション能力の向上をはかるために成果発表会を設けた．ここで，学外者からの評価や意見を受けることで，多様な観
点を知り，より広い視野を得ることができる． 
日時 平成 23年 2月 18日 12:50 から 16:30 
会場 アイーナキャンパス学習室１，４ 
展示方法 ブースを設置してのポスターセッション。各ブースにパネル（幅 90cm×高さ 210cm 程度）１枚，机
と椅子，および電源を用意した． 
展示発表数 10件 
参加者数 62名（教員・学生含む） 
プログラム 12:50 開会式 
挨拶：渡邊 SPA・PBL委員会委員長 
13:00 発表開始 
全 10件のポスターセッション 
16:00 発表終了 
16:15 表彰式・閉会式 
表彰状授与・講評：伊藤研究科長 
 
当日の様子 
  
 
【投票結果】 
来場者には評価シートを配布して全プロジェクトについて評価を行ってもらった（学生の相互評価も含む）．各プロジ
ェクトに対して，研究内容とプレゼンテーションの面から評価してもらい得点を集計した．その結果をもとに，発表終了
後の閉会式で上位２件のプロジェクトを表彰した． 
・最優秀賞：PBL2010-10 
・優秀賞：PBL2010-3 
  
